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症例　報　告

石灰化歯原性嚢胞に出現するg加S抱θ〃の電子顕微鏡的検討
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　　　　　　　　　（主任二佐藤方信教授）
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　Abstract：Acalcifying　odontogenic　cyst　that　occurred　in　the　mandible　of　a　40－year－old　man　was

ultrastructurally　examined　with　special　reference　to　the　appearance　of　the　peculiar　ghost　cells

（GCs）that　are　characteristic　of　this　cyst．　The　following　results　were　obtained：The　GCs　were

derived　from　odontogenic　epithelial　cells　following　the　increase　in　the　number　and　width　of

tonofilamentous　bundles　in　the　cytoplasm，　and　were　formed　by　the　disruption　and　disappearance

of　nucleus　and　plasma　membrane　of　the　epithelial　cells．　This　process　of　GCs　formation　closely

resembled　the　process　of　hard　keratinization　of　the　nail　and　the　hair　cortex．　Many　needle－1ike　or

radial　structural　calcifications　were　detected　in　the　cytoplasm　of　the　GCs．　It　was　suggested　that　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　エyellowish－brown　granules　microscopically　observed　in　the　GCs　were　ultrastructurally　lipid　drop－
lets．

Key　words：calcifying　odontogenic　cyst，　ghost　cell，　ultrastructure

緒 言

　石灰化歯原性嚢胞は歯原性上皮に由来し、裏

装上皮は立方形あるいは円柱状の基底細胞層

と，その内部は星状網に類似した構造からな

る。石灰化歯原性嚢胞の組織学的特徴の一つは

上皮層と基底細胞層に近接する結合組織中に好

酸性の細胞質を有する膨大したghost　ce11（以

下GCと略）が出現することである。　GCは核

が消失し，淡い輪郭を示し，一種の変性した角

化細胞と考えられているD。また，GCは本病変

以外に歯牙腫職やエナメル上皮腫4）にも出現し，

皮膚の石灰化上皮腫（毛母細胞腫）5）や頭蓋咽頭

腫などで認められるshadow　cel1と同様のも

のであることも報告されている6）。

　石灰化歯原性嚢胞は腫瘍の性格を持っことか

ら1971年のWHO分類以降，歯原性腫瘍とし

て扱われているが7），未だ統一された見解の得

られていない疾患である。これまで本病変の超

微構造についても多数の報告がある＆9）。1972年

FejerskovとKrogh8）は本病変に出現するGC

の電顕的検索を行い，多数のトノフィラメント

束が膨張した膜性小器官と混在していることを

確認した。また，1979年Donathら9）はGCの

形成過程は爪や毛皮質にみられるような硬い角

化に類似していることを報告した。
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　今回，著者らは石灰化歯原性嚢胞に特徴的に

出現するGCについて光顕的ならびに電顕的に

観察し，その超微構造からGCの形成ないしは

成長過程について検討を加えたので報告する。

材料と方法

　材料は下顎左側犬歯部の腫脹を主訴に某医を

訪れた40歳男性にみられた石灰化歯原性嚢胞

で，下顎骨連続離断術により切除された下顎骨

の一部である。

　軟エックス線撮影：連続離断された下顎骨の

一部は軟エックス線装置（Sofron　SRO－M

50，TANAKA　X－RAYMFG．　CO．，　LTD．）を用

い加圧電圧45．O　kVp，管電流5．O　mA，露出時間

100秒，焦点一フィルム間距離45．Oc皿の条件に

て撮影を行った。

　組織学的標本作製：切除標本は，pH　7．4の

10％中性緩衝ホルマリン液で固定した後，プラ

ンクリュクロ液にて脱灰を行い，通法に従っ

て，パラフィン包埋し，薄切片をヘマトキシリ

ンーエオジンにて染色し，検鏡した。

　電顕標本作製：電顕標本作製のために，中性

緩衝ホルマリンにて固定された標本の一部から

組織を1mm3程度の立方形に切出し，2．5％グル

タールアルデヒド燐酸緩衝液にて1時間，前固

定し，8％ショ糖加0．1M燐酸溶液で一晩洗浄

を行った。その後2％四酸化オスミウム固定液

で1時間，後固定を行い，エタノール上昇濃度

系列を経て，エポン812に包埋した。LKB　2088

型超ミクロトームを用い，ガラスナイフおよび

ダイヤモンドナイフにより超薄切片を作成し，

酢酸ウラニールとクエン酸鉛で二重染色を施

し，透過型電子顕微鏡H・600A（日立製作所，

加速電圧100Kv）で観察した。

　X線分析：二重染色を施さない超薄切片を

用い，日立H6010　A　scan　systemで分析部位

を確認後，Kevex　microanalyzer　8000型エネ

ルギー分散型エックス線分析装置にて点分析に

よる元素分析を行った。
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Fig．l　RoeDtgenogram　showing　a　radiolucent
　　　　area　associated　with　an　odontoma－1ike

　　　　radiopaque　area，
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Fig．2　Light　photomicrograph　of　calcifying

　　　odontogenic　cyst．
　　　（Toluidine　biue　stain，×170）

結 果

1）軟エックス線写真所見：

　下顎犬歯部に境界不明瞭な透過性病変が認め

られ，その中には種々の不透過像が混在してい

た（Fig．1）。

2）組織学的所見：

　石灰化歯原性嚢胞の嚢胞壁の上皮細胞層は円

柱形あるいは立方形の細胞よりなる基底細胞層

と，その内部の星状細胞層から構成されてい

た。そして，上皮細胞層内および基底細胞層に

近接する結合組織中にGCをはじめとする角化

傾向を示す細胞が散見された。これらのGCは

好酸性の細頼粒状の細胞質を持ち，核が染色さ

れずに抜けたような特徴を示す特異な細胞で

あった。GCの胞体には時に淡黄褐色の穎粒状
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Fig．3　Ultrastructure　of　a　ghost　celL　demonstrating　an　electron－mcent　area　wlth　residues　of　chromatin

　　　and　nuclear　enveIope．
　　　Scale　bar：5μm

物も認められた。また，GCや角化傾向を示す

細胞はしばしば集塊を形成し，それが多数存在

している部位も観察された（Fig．2）。

　3）電顕的所見：

　光顕的に核が染色されないGCは電顕的に核

が消失し，その胞体には僅かに核膜やクロマチ

ンの残遺などが認められた（Fig．3）。また，こ

のような細胞の胞体は膨化し，細胞膜の崩壊が

所々にみられ，細胞膜のデスモゾーム結合は不

明瞭で痕跡として認められるにすぎなかった。

GCの細胞質は種々の太さのトノフィラメント

束で満たされ，トノフィラメントの線維東間に

は膨化した膜性小器官がみられた。しかし，極

稀に細胞質全体にわたりトノフィラメント束が

著明に増加しているにもかかわらず核膜の崩壊

や核周腔の拡大などはみられず，核の形態が比

較的良好に保たれている細胞が観察された。

（Fig．4）。更にトノフィラメント束が非常に太

く膨化し，しかも微細構造も不明瞭なものを多

数みるGCも観察された（Fig．5）。トノフィラ

メント束が太さを増すとともに，その電子密度

が高まり，線維束の高拡大像ではいわゆる硬角

化において認められる特有の指紋型が観察され

た（Fig．6）。　GCの胞体内のトノフィラメント
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Fig　4　Ultrastructure　of　a　ghost　cell　wlth　a　nucleus　at　lts　early　stage，　and　small　bundles　of　tonoflla－

　　　Inents　ln　the　cytoPlasm
　　　Scale　bar，5μm

の線維東間にはcoreをもった放射状の電子密

度の高い針状結晶状（Flg　7，8），あるいは微

細粒子状の石灰化像か観察された（Flg　9）。し

かしなから，上皮の角化に伴ってみられるケラ

トヒァリン穎粒は認められなかった。GCの胞

体内に光顕的に認あられた淡黄褐色の穎粒状物

は電顕的には比較的電子密て限界膜を持った穎

粒状物であった（Flg　9）。また，トノフィラメ

ントの線維東間隙にはしはしは電子密度の高い

微細粒状の沈着物か認められた（Flg　4，5，

6）。

4）元素分析：

　GCの胞体内の放射状，針状の結晶様物

（Fig　7，8）の元素分析において，カルシウム

およひリンか顕著に検出された（Flg　10－

A）。トノフィラメントの線維東間にみられる

高電子密度の固形沈着物（Flg　9）の元素分析

においてもカルシウムおよひリンか検出された

（Flg　10－B）。また，　GC胞体内の光顕的に淡

黄褐色を呈し，電顕的に限界膜をもった頼粒状

物（Flg　9）の分析では硫黄か顕著に認められ，

珪素およひオスミウムも同時に検出された

（Flg　10－C）。

　トノフィラメントの線維東間の高電子密度の
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Fig．5　Large　bundles　of　tonofilaments　in　the　cytoplasm　of　GC．

　　　Scale　bar；1μm

微細粒状の沈着物（Fig．4，5，6）および電子

密度の高い硬角化をしめすトノフィラメント束

（Fig．5）の分析ではカルシウムならびにリン

は検出されなかった。

考 察

　石灰化歯原性嚢胞はGorlinら1°）によって

1962年に最初に記載された疾患で，組織学的に

最も特徴的な所見は上皮層内に多数のGCが出

現することである。このようなGCはヘマトキ

シリンーエオジン染色で核が染色されず，細胞

質は好酸性で膨化，腫大した細胞として，これ

までにも種々の観点から検索されてきた。電顕

的にGCの細胞質には多数のトノフィラメント

束が膨張崩破壊した膜性の小器官と混在し，核

は崩壊して核膜やクロマチンの残遺がみられる

にすぎない｝国㌧組織化学的には
Bernnett－SeligmanのD．　D．　D．反応により細

胞質にS－S基を持っことが明らかとなり，角化

した細胞であるとされている1㌔また，免疫組

織化学的にGCにはフィラグリンの存在が確認

されていないことから1617），GCは一種の角化過

程を経た死細胞であるが，表皮細胞の角化層の

扁平細胞とは性質が異なると考えられている。
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Fig　6　The　flnger　prlnt　pattern　ln　large　tonofllament　bundles

　　　Scale　bar，1μm
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上皮細胞の角化には表皮細胞の角化のようなケ

ラトピアリン願粒が関与するものと爪や毛皮質

などにみられるケラトピアリン穎粒の関与を受

けない硬い角化（硬角化）がある9）。

　著者らの今回の電顕的観察ではGCは上皮細

胞層内にあって，胞体は膨化腫大し，そこにト

ノフィラメント束が顕著に出現し，核は崩壊消

失し，核の存在した部位には核膜や核質の崩壊

残遺物が散見され，細胞膜も崩壊していた。そ

の上，細胞質に顕著なトノフィラメント束がみ

られるにもかかわらず，核が認められる細胞が

上皮細胞層内に観察された。また，詳細に検索

してみるとトノフィラメント束の幅は個々の

GCにより種々の変異を示していた。特にトノ

フィラメント束の幅径が著しく増大した所では

硬角化に特有な指紋型8）が認められた。

　以上の所見より細胞質に顕著に増生したトノ

フィラメント束を持ちながら，核が消失してい

ない細胞はGCの初期像と推察され，次第にこ

の様な細胞では核が消失していわゆるGCが形

成される一連の角化過程が示唆された。また核

の消失が，トノフィラメント束の成長の種々の

段階で生じるため，個々のGCごとにトノフィ

ラメント束の幅径が異なるものと考えられた。
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Fig．7　1ntracellular　needle－like　crystals　in　GC．

　　　Scale　bar；5μm

　この様な細胞質や核の変化を見る細胞は上皮

の基底層から表層に向って生じ上皮層のいたる

ところで散在性にみられ，層状に生ずる硬角化

の過程とは多少異なるが，しかしながら電顕形

態学的にはGCは基本的には硬角化の過程を経

て形成されるものと考えられた。なおトノフィ

ラメント束の幅径の増大はトノフィラメント細

線維の凝集によるものか，蛋白成分の添加によ

るものか，あるいはその両者の結果なのかは明

らかにはされていない15）。

　GCには電顕的に針状結晶状あるいは高電子

密度の沈着物として石灰化が認められた。GC

は生命活動を停止した死んだ細胞であり，その

石灰化は異栄養性の石灰化と考えられてい

る13）。その上，この石灰化は近在するコラーゲ

ンにおける石灰化と同時に起こると報告されて

いるがIH4）著者らの今回の検索では近在のコ

ラーゲンには石灰化は認められなかった。ま

た，GCにおけるトノフィラメント束と石灰化

巣については一定の位置的関連は明らかではな

かった。

　光顕的にGCの胞体内に認められた淡黄褐色

の頼粒状物はその電顕的特徴に加えて元素分析

で硫黄が顕著に検出されたことなどから脂肪の
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Fig．8　High　magnification　of　needle－like　crystals。

　Scale　bar；1μm

Fig．10　Electron　probe　X’ray　microanalysis　of　needle－like　crystals（A），electron－dense　deposits（B），

　and　lipid　droplets　（C）　，
　P（phosphorus），Ca（calcium），S（sulfur）．
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Fig．9　Lipid　droplets（arrows）and　electron－dense　deposits（arrowheads）in　GC．

　　　Scale　bar；2μm

一種とみなされた。ある種の脂質が石灰化に何

らかの作用を持っ口J能性が示唆されている

が15），今回の検索ではこの点を明らかには出来

なかった。GCの膨大は細胞内外の浸透圧の差

によるものと考えられているが1い4），細胞質に

おけるトノフィラメント束や脂肪滴の増加など

もその一因となると思われた。

結 論

　石灰化歯原性嚢胞に特徴的に出現するghost

cell（GC）を電顕的に観察し，以下の結論をえ

た。

1．GCは上皮細胞の細胞質に多数のトノフィ

ラメント束が出現し，その幅径を増大させなが

ら核および細胞質の崩壊が生じることにより形

成されるものと考えられた。

2．電顕的にGCの形成過程は爪や毛皮質と同

じ硬角化に類似していた。

3．GCに認められた針状結晶様あるいは微細

粒子状の石灰化物の元素分析ではカルシウムお

よびリンが顕著に認められた。

4．光顕的に，GC内にみられる淡黄褐色の頼

粒状物の元素分析では硫黄が検出され，脂肪の

一種であることが示唆された。
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